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飲料缶詰製造に伴って排出される産業廃棄物の有効利用  

－コーヒーかす培地によるエリンギ栽培周期の短縮一  
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圧牡菌Lた。殺菌後背軋こ冷却Lてケリーンベンチ内℡無  

菌的東塔地とエリンギ種粛（市販キノック属菌珠 玉G－  

Gllこ5重量髄を均一に捷拝混合す訂匪料阻乳酪宙線路法で  

撮撞Lた。蕃種徒刑輝トル牢番に細臨席壊してボトルの  

肩口ま菅ならL葎哲培地車両費押苫え、平面つくりをLた。  

培地中央にヱ8m血径の適鼻孔を1つ扇叶で蓋壷Lた。尚こ  

の件黄はすぺて女甘－ンペンチ内で無菌的な雰囲気下で実  

施Lた。嚢がくず培地で同株に振合環境した試験厚と対席  

匡とLてボトルに充填後援裡孔を1本開けレトルtで殺菌  

後背温忙冷却しでからエ・tユンギ種菌（市販キノ㌢タス菌棟  

耳G－G）1点重量酪を上面礫桂したものを作成した。親族  

区と対照区はいずれもPpボト肘容辞各1n本件鹿Lた。そ  

れぞれ特筆室＿（温度宜2℃、轟虎75¶騎髄、暗黒）と草生  

垂（温正1丁－1丞℃、湿度舶ん鍋髄、照度甜～知01u耳）で  

菌糸培葺と芽だL、生育蓉布い子重体を形成させた後収穫  

Lたきのこについて収量、収畢（培地に射す巷収土町立  

蟄糾、毒1布こ芽教、き叩こ値体重里∴紗粗 品賓等につ  

いて測定、南無を行い紬区と紆頗区の三種頻を比較した。   

当室でコーヒー抽出かす（虹G：軸軸tC¢晩巳G瑚脚封  

によるエリンギ親堵読癖を進めている中でSCGの菌糸生長  

促進作用醇利用と混合横領による方法によりエーJンギの栽  

培周期の塩船を研究Lている．。こ軋はSCG培地の利用と混  

合措置を行うことによ申エリンギ掛栽堵日勤兎現帯55日  

のとこち30日春日捧に栽培周卿を約半舟に短縮を国鳥も  

町であ届。ユlコンギ㊥♯培周期を顛濁す急ことができれば  

早期出荷が可能肯な牒生産量を犬幅に増大することができ  

エリンギ栽培の収益性を高めることができるのでそ町メリ  

ットは大きいと専える。耳報では食品塵葦廃棄物でぁる  

SCGの有劫利用費目肋とLたエリンギ栽培周期巧短稲試聴  

について報告する。  

試験材料と方法   

㈱ナガノトマト農より舟譲を貴けたSCG（蛙潤、鹿分  

別％）の冷蔵保管したものを基材とL、栄養剤とLで来  

由か、大豆かすとp・耳南亜割とLて炭酸力脾シウÅを用い  

培地を鱒謳Lて撫拝鹿で塊辞調合Lた〔指bl白1h盲瓢製■L  

たSC踪替地亡木骨砧酪、pH8点封且5kgづウをフォJレター  

付遠明円内引こ充填Lて亜口壷ヒートシールで密封Lた。  

こ何倍地と空鞄畠5tie亡－5畠血m口径PPボトル（蓋付き）  

牢静を別々にレトルトにユれて121℃！姐分・の聴薗尭伸せ高  
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■向b胞1鮎cipモOfSCG皿曲り皿  赦培日盟に短腐できることがわかった。混合撞堰による  

SCG培地のエリンギ収量については74．Og、収牢が11．9％、  

子葉体個体重畳32gで、きのこの品質は良好で野原匡のお  

がくず培地の上面礫理法に比べて収圭は歩かった。しかL、  

おがくず培地由混合凝握備については親培打数弛1日で牧  

草は34月g、きのこ収牢67軌千乗体価体重主29．3gとな  

った∩盲ble」＝。屯倉握踵によるSCG培地の千束倖昧対照  

区と比べ菌垂鹿が小さく薗柄部が太く形状が良好をもので  

あった（Fi乱ヨ狸びFi邑り。おがくず培地場合溝理法）  

については栽培期間がほほ罰日以内に収まるが収丑はSCG  

培地の半卦となり子葉倖Ⅵ品質については菌傘部の大部分  

に変形が発生Lた〔円g．5）。尚、混合接種による虻G培地  

とおがくず培地の試験区三種蝋と対照区の収量比較盈拭計  

処理Lて希ひげ園でR官．2に示した。混合接種によるSCG  

堵地でⅥきのこ収量は対照区と比べ上回っており（有意差  

あり）バラツキは小さく安定してIlた。またおがくず培地  

（混合接種法）については対周屈と比べバラツキ壮小さい  

が収丘は低い帯果を示した。  
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結 果  

1エリンギ申栽培用期個個闇   

エリンギの栽堵工程と混合接種による栽培周期短縮モデ  

ルをF也†に示す。温告接種によるSCG培地ではエリン甲  

西糸の毒延日数が6月日で培養期間が9日、栽培日裁とし  

て詰，2日となったぐ指b旭ヱ）。上面接種によるおがくず埼  

他の封周匡はエリンギ菌糸の蔓延日数が2昏日で栽培日数  

は5且5日であった（Table3）。現市栽培日放55叫印日かか  

るところが混合接種によるSCG培地では25き日と掛半分の  ■
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gと・なり混合接種によ古顔がくず堵地巧儲癖眉はきのこの  

胎教は1．9個、きのこ個体重畳が34遥gとなり、虫がくず培  

地上面音程ではきのこの個数は1．胡乱．首のこ個体重量が  

2軌3gとなった。SCG培地ではきのこの大き巷を決定づけ  

る芽数が多く、きのこが少し小型化する傾向を示Lた  

（Ti始I戸主－ヰ）。  

2 エリンギの碁敵ときのこの大吉さ   

エリンギは栽培工程で薗かき籠柴垂生長から生殖生長に  

移行するが、この時算数とな息原基が形成され、この芽致  

がきのこの品質を決定する粟国となる。芽敦が少ない程き  

のこは大きくなるが芽艶が多ければ一定培地かちの栄華腺  

は牙散してしまいきのこが小寺くなる。温．合接捏による  

SCG培地のきのこの領載は2．4個、きのこ個体重畳が苫鼠ロ  
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とが予想でき孟為そ由メリットは大きいと考えてい晶。   

尚本件に射しては特許出願済みである。   

古 座乗物処理法等の強化に伴い、SCGの排出葉音にとっ  

て今後腫Lい状況となってくることが予想される㌔本  

法が食品産業廃頭働慨処理技術の一遇択肢として活用さ   

れることを期待する。  
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考 察  

⊥ 現行の由がくず囁地での・栽培日数55仙咲1日町処SCG培  

地で混合聴葡Lたものでは25．2日とエリンギの栽培日数   

を約半分に短縮できることがわかった。これはSCG甲〕菌  

糸促進作用の活用と混合接種法により標準培養日数が  

33日かかるとこち12日以下と大幅に塩鮪Lたことが一  

章大きく、いず九の重昭こも一品官は良好であった。SCG   

の菌糸促進作用についてはコーヒー成分であるカフェイ   

ン、タロロダン敢等による影響ヤSCGの物性面が培地構   

造を向上させた影響が考えられる小がSCGの物性面によ   

る影響が大きいと判断している。混合接種したSCG培地   

では上面接種Lたおがくず培地のきのこに比べ芽散が歩   

く子実体が小さい傾向があるが、栄養生長から生殖生長  

へ移行になってから原基形成散が多く培地からの一定量   

の栄養領の吸収盾分散Lてしまう為に子葉俸が大きくな   

らないと考える。従ってSCG帯地では芽酔を押さえて千   

乗倖を大きくすることが必要と考える。その為にSCG培   

地の混合器裡に適合した優良菌株の選購、培養室と発生   

量に封ナる栽培環境胡向上、特に発生量における環境条   

件拍向上が重要と考えている。   

2 きのこ栽培での混合葦種そのものは日新Lい技術では   

ないが、現在どこのエリンギ栽培葉音も上両接種が一般   

的に行われている方法である。その理由とLては実用上   

町栽培規模を想定Lた場合先皇の栽培容器をクリーンな   

療填で混合撥偏するといぅ機械化が難点となる点と湿布  

のおがくず帯地では栽培周期の短縮が回れないことと考   

えている。しかL、SCG培地の浪合接種は無菌的な雰囲   

気下で行う必要があ町構繊装置に新■たな費用は発生する   

が食品産業展乗物の有勒利用を回ることができ、栽培期   

間を親行由釣竿升に短縮できればエリンギの早期出荷部   

可能になり阜附こエリン草生産丑を倍増できると－、うこ  


